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なぜ今回警察の「再就職」⼀覧表調査︖

官庁が職員退職後、関係の深い企業・団体に再就職
をあっせんし、OBが現職に「働きかけ」するのは、
⾏政のあり⽅をゆがめる「天下り」では︖

2007年に県庁本庁課⻑級以上の再就職情報調査
2008年には上記と県警警部以上の再就職情報調査
→調査の基礎資料にしよう



調査対象と内容

４７都道府県警と警察庁に2024年3月末に

情報公開請求

平成14年度-令和4年度 離職者（警視以上）の再就職
状況がわかるもの

（氏名、離職時の職名、離職日、再就職先の名称、 再就
職先の役職名、再就職日）

※一覧表があれば一覧表希望



⼀覧表開⽰結果

一番古い 島根県警・群馬県警（平成14年度以降）

一番新しい 警視庁・山梨県警・静岡県警・三重県警

（令和3年度以降）

※警察庁は「平成25年度以降は内閣官房内閣人事局の

ホームページで公表済み。それ以前は廃棄済み」



ウェブ掲載調査（2024年8⽉）
情報公開結果 業務内容欄の有無

ウェブ掲載は３２道府県警察のみ

再就職先の業務内容がある 15道県警のみ

→いずれも具体的な業務内容は記載なし

※京都府警作成「一覧表」に注目



京都府警「⼀覧表（警視以上）令和5年4⽉1⽇」
就職種別

再々就職

現任者 就業期間

退職年、
就職年、
退職予定

前任者

※⾃⼰求職

※⾮常勤・
出勤なし



京都府警「⼀覧表（警視以上）令和5年4⽉1⽇」
備考欄



まとめ

再就職先で何をしているのか開⽰請求では判明せず
ウェブ掲載も32道府県のみ
京都府警「⼀覧表」を⾒る限り、「指定席」で
「再々就職」はほぼ仕事せず

→ほかの都道府県警も京都府警のような「⼀覧表」を
作っているのでは︖


